
 

 

 

 

 

 

 

 

児童が「考える」学校 

 
 

本校の学校教育目標は「学び続け、豊かな

心を持ち、たくましく生きる子どもの育成」

です。その中の「学び続ける」とはどういう

ことでしょうか。「学び」が与えられるもの

だとしたら、与えられなくなったら続ける

ことができません。これまでは、与えられた

課題を進んでこなす子がよしとされてきま

した。これからの時代は、自分の考えを持ち、

自分を表現しながら人と関わっていくこと

が求められます。つまり、何をどう学ぶかを

自己決定しながら学ぶ「主体性」と「協働性」

が必要になります。これこそが、「学び続け

る」ということです。教師の役割は、知識を

教え込むだけではなく、繰り返して使える

学び方を教えていかなければなりません。

役割が大きく変わってきています。 

月田小だより 

４月増刊号 

月田小学校ＨＰは             で検索！ 

令和７年４月３０日（水） 

校 長 中 井 良 徳 

校訓「敬天愛人」 

真庭市立月田小学校 

令和７年度の月田小学校の教育方針を示したグランドデザイン 



また、「自分の行動で、国や社会を変えら

れる思う」と回答する日本の１８歳が、日

本・アメリカ・イギリス・中国・韓国・イン

ドの６カ国で圧倒的に最下位という調査

（日本財団 2024）があります。昨年度、

高学年の１つのグループが健民運動会につ

いて調べ、伝統があるこの運動会への参加

を呼びかける取組をしました。もし、この取

組で、自分たちが社会を変える経験ができ

たら、どんなに素晴らしいことでしょう。 

予測困難と言われる未来を生きる子ども

たちが主体性を持って前進できるよう、教

職員一同貢献してまいります。保護者のみ

なさん、地域のみなさん、ご支援よろしくお

願いします。 

 

 

〈月田奨学会目標〉 
家庭と地域で、心豊かで、 

たくましく生きる子どもを育てよう 

４月２５日（金）の参観日では、新しい学

年での張り切った児童の様子を見ていただ

きました。授業参観後には、月田奨学会の総

会を開催しました。今期は、会長と副会長の

改選があり、新しい体制でのスタートとな

ります。今年度も「防災キャンプ」の実施等、

楽しい活動ができそうです。同じ時代を過

ごす子どもたちにとっても、その保護者に

とっても、かけがえのない時間になると思

います。新会長の金定さんのあいさつにも

あった「みんなで楽しもう」を合言葉に、ご

協力をよろしくお願いします。 

令和７年度奨学会運営委員 

会  長 金定 延昌 

副 会 長 山本 真之 

  〃   佐野 恵理 

  〃   中井 良徳 

地区委員長 松尾 剛明 

〃 副委員長 金定 義晃 

補導委員長 野村 直之 

〃 副委員長 西  貴之 

学年委員長 影山 彩子 

〃 副委員長 植田さゆり 

書  記 浅野みのり 

会  計 井田ひとみ 

監査委員 阿部 雅徳 

 

【ボランティアの募集】 

■プール掃除のお手伝い 

５／２２(木)13:30～15:00  

■校舎周辺の法面の草刈り 

６／２２(日)、８／１０(日)7:00～8:00 

こちらからボランティア登録できます。 

↓↓↓↓↓ 

 
※時期が近づきましたら、ポスター、チラシ、

放送でもお知らせします。 

【問い合わせ先：月田小学校】 

健民運動会への参加を呼びかけるポスター 


